正宗白鳥の眼力 by 越智, 美保
明治三十七年、
処女作「寂冥」で文壇に登場した正宗白烏は、
五百編に及ぷ小説を生涯醤き続け
た。
しかし、．数縞の代表作を除
いて、
彼の作品
はあまり紐まれていないようである。白烏の名は、
小説家としてよりも、
文芸批評家として広く知られて
いる。彼の
評論を読む者は多く、
彼の
評
論について論じる者も多い。
佐々木
基一氏は「不敵な面魂」の中
で、
次のように述ぺている。
;'：こういっ、た種類の感想を正宗白烏氏の当時の短文の中に見つ
けるのは、
さほどむずかしくはない。
それは時流に対する
抵抗
と
いうには、
あまりにささやかな、
用心深すぎるほど用
心探い発言であるかもし
れず、
またある
意味ではきわめて常
識的な考え方であるかもしれない。
格別深遠な中身がその中
に含まれているとも思えない。
しかし、
そこには何かキラリ
と光るものがある。
ヴェールの下に隠されているものを透視
する眼力が、
その中には光っている。
それが、
わたしたら読
者の心を針のように突き刺すの 。
正宗白鳥の眼力
•9
白烏の評論には、
確かにキラリと光るものがあ
る。
彼の評論を
読んで針で心を剌されたような感じを受ける者は多いはずだ。評論において、
キラリと光ろ彼の眼力は、
小説においても光を放っ
ているのではないだろうか。
ヴェールの下に恐されているものを
透視する彼 眼力は
きっ
と
小説や戯曲に
おいても潜んでいるの
ではないだろうか。
'
白烏の作品を注意して読んでいくと、
「目」＇あるいは「眼」と
いう言葉が
し
ば
しば出てくることに気がつく。
また、
「見る」こ
とに関する表現が妙に気に
なってく
る。
白烏の
眼力を知るうえで、
作品中の「目」「眼」あるいは「見る」と う言葉は重要な意味を持っているのではないだろうか。
こ
れらの言菜を探っていけば、
白烏の眼
力を知る手掛かりを緬む
こと
が
で
きるのではないだろう
か。
本稿では、
白烏の作品の中でも特に印象的な「目」を取り上
げ、
彼の眼力を知る糸口としたい。
越智美保
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戯曲帳の作品を数十種書いてゐろ筈だが、
大抵は出来損ねで
あろ。
●5一篇ぐらゐが物に
なつてゐると、
自分では思って
ゐろ→（昭和二十六年三月、
岩波文庫r人生の幸福他二篇」）
自分
の作品
の
殆どを駄作と評すろ白恩が
、
自ら物に
なっていろ
と言う戯曲は、
大正十五年に発表された「光秀と紹巴」である。
この
戯曲には、
間の中
で鋭敏
に光ろ「集の目」が登場している。そち
光秀
迎歌興行の折から、
其方の目がおれ
に何か云つてるやう
に思はれて
ならな
かった。
．
紹巴
わたくしには、今日はあ
な
た様のお眼力が胸に響い
て怖
う御座います。
光秀
いや、＇其方の眼力が恐しい
よ、
耳を招めて聞いて見
ろ。
何虞かで果が渇 てるだらう。
光秀は、
連歌師里村紹巴の目を恐れ、
紹巴は、
自分
の眼力を恐
れていろ光秀の眼力を怖がっている。
光秀
外は真暗だ。おれが生れてか
ら
見た
こ
とのないほどに気
味の悪い真陪な闇の夜だ。この闇の中
に築が鳴いてゐろ
が、
其方の目が果
の目のやうにおれには見えるよ。
光秀は紹巴の
目
が
臭の
目に見えろ
と宮う。外は、
光秀が生まれ
てから見
たことのないほど
に気味の湿い真暗な闇の夜であろ。
果．
の目は、
夜、
真陪な闇の中で、ものを見ることができ
る鋭
敏な目
であ
ろ。光秀
に集の目
と称
された紹巴
の目
は、
本当に哀暗
な
闇の中でもの
を
見ろことができる鋭敏な
目であったのだ
ろうか。
紹巴の目は
いったい何を見ていたの
か。
臭の目は111を見つめる。
このうえ
な
く気味の悪 真陪な夜の
闇を。
臭の目が見ていたこの
気味の悪い真暗
な闇は、
光秀が生
まれて
か
ら見たことのないほど
の不 な闇であろ。
光秀は＾紹巴の眼力が恐しい。紹巴が巣の
ような
目で自分を見ていろと思っている。
光秀
其方とお
れとは暗闇の中に向ひ合
っ
てゐるのだが、
簗の
やう
な其方
の目では光秀の心が
兄えるのか。
．
紹巴
わた
くしはあなた様の御贔負に預つてゐろ平凡
な連歌師
．
で御座います。どう
して
あ
なた様のお心の中が分りませう。
巣の目は闇を兄ていろ。光秀が言うように紹巴
の
目が臭の目だ
5 
とすれば、
紹巴もまた闇を見ているはずである。光秀は、
紹巴の
一3 
眼力が恐しい。
紹巴が自分を見ているとい
うこ
とを非常に怖がっ
一
ていろ。
紹巴が臭
の目
をもって
見ていたものが光秀
だとすれば、
紹巴にと
っ
て光秀は闇だったのではないだろうか。光秀が気味
の
悪い真暗な闇であったから
紹巴は光秀が恐
ろしか
った。
そして、
紹巴の目が、
そのOOを見つ
める
臭の目であったから、
光秀は紹巴
が恐
ろし
かった。そう考えることはできないだろうか。
果の目は闇の中
に何を見たので
あろうか。紹巴
には、
暗闇の中に
向い合った光秀の心が見
えた
のであ
ろうか。
作品全体を誂めてみ
た限りでは、，紹巴は、
ただの平凡な連歌師として描かれているよ
うに思われ
る。その平凡な連歌師を｀
光
秀は必要以上に恐
れ
てい
ろよ
である。
なぜ光秀はそれ
ほどまでに紹巴
を恐れ
なければな
光秀
ら
ないのか。
それは●紹巴が光秀を兄て
いたからであ
ろ。
紹巴は
確かにただの平凡な迎歌師で
あ
ろ。平凡な連歌師である自分に、
光秀の心など見
える筈はないと思●ていろ。
紹巴には、
光秀が
た
だただ恐しい真暗な闇としか見
えないので
ある。
ところが紹巴は、
迂散くさい目で光秀の方を見ろ。夢の
う
ちに光秀の溜gを
116
Vo
光秀
の顔色をぬすみ兄
する。それが光秀の紹巴に
対する見られて
いろという恐怖感を益々増長さ
せているのかもしれない。そ
して、
．． 紹巴は、平凡な連歌師である自分を必要以上に恐れる光秀が益々怖く感じられろのであろ。兄ら
れているという恐怖感
、恐
れられ
ているということがもたらす恐怖感、
この二つ
の恐怖感が、
陪闇
の中でどろどろと絡み合 、
得体の知れない恐怖感となって、
光
秀も紹巴も恐 しさばかり 益々大きく
なっていくようである。
光秀が生まれてか
ら見たことのないほどの闇、
紹巴にとって光
秀は、その恐ろしい闇であっ
た。
紹巴がどんなに目を凝らし
てみ
ても闇の中に闇の
心を見ろこと
はできない。その闇があまりにも
恐ろしいために、
紹巴には、
闇を兄ているという自党がなかった
のかもしれない。ただただ恐ろしさに震えていたのかもしれない。．
光秀
おれの心に疑ひを掛け
て
ゐる者は、天下に其
方
一人だ
。
光秀其方は、
愛宕の山でおれの
を見破った最初の男だが、
今日以後のおれの迎勢をどう思ってゐる？
この男はおれの迎を左右する魔力を持
つてゐさ
うに思は
れてなら
ないのだから。
光秀は、
紹巴が恐
い。紹巴が自分の心を見破っていると確信し
ていろ。
紹巴が自分の運命を左右する魔力を持っていると思って
いろ。
光秀は、
紹巴
の果のような目が怖い。
紹巴は集のような目
で朋を見 その闇は紹巴にとって光秀なのであろ。紹巴の臭のような目には、
光秀という恐ろし
い朋が映っている。光秀は、
紹巴の巣のような目に映った闇を見ていたのではなかろうか。光秀は、，生まれてから兄たことのないほどの気味の語い真暗な闇の中で、
紹巴の集のような目
に映った恐ろしい湘を見たのではない
だろうか。
光秀
二三の従者
と、
疲れた馬に乗
っ
て、
トポー＼とやつで来
る。
藪の
中から槍の穂先が現れて、グサと光秀の脇腹を突く。か
3 
紹巴月光にて藪の隙間から苦悶してゐろ光秀の顔を見て驚
く。
―
光秀もそららを見て驚きなが 、
トポー＼と行き過ぎる。
戯曲「光秀と紹巴」は、野武士の槍に光秀が突かれろ場面でそ
の結末を迎えていろ。そこでもまた、
紹巴は光秀を見ていた。そ
して、
光秀も、
自分を見ていろ
紹巴を見ていたようである。平凡
な連歌師紹巴には、
光秀が思っていたように、光秀の迎命を左右
する魔力があったのかも
しれない。
紹巴
たしかにさうだ。おれは、
あの方の謀反のはじめからし
まひまで見せつけられた。
おれだけが見た
やうなものだ。お
れも恐しい世を見せつけられたものだ。あの万もおれ 方を見てゐられた。
（震へてゐる）
巣の目は闇の中
でものを見
る
こ
とができる。それでは、
闇の中
に閉ざされた盲目の目は、
いったい何を見ているのだろうか
。
大
正五年に発表された「牛部屋の臭ひ」に
は、
お夏という盲目の女
が登場している。今度は、
このお夏の目を見てい
くことにする。·
盲目の母お夏と、
枯木
のよ
うな身体の祖母おみらの三
菊代は、
人で、
大地主濱屋の元牛部屋
であった
所を借り細々と幕らしてい
た。
姉のお初は行方知れず。お夏は、
お初が帰って来る をただ
ただ待っている。菊代は二度程所帯を持
ったが、
一人は兵役途中
に説営し死刑に処せられ、
後の夫は朝鮮へ出稼ぎに行ったきり音
償不通で、
自然に縁は切れて
いる。その行
方知れずだった二度目
の夫繁松が、
ある日菊代の前
に
姿を現す。二人はよりを戻し駈落
ちを謀ろうとする。菊代は駈落らに必要な金を作るため、
家主濱
品へ忍ぴ込むが、
思わぬ者の目が菊代を見ていたのだった。
菊代は牛部屋の生活から逃
げ出したか
った。芥の臭い、
周囲の
家から洩れ出る様々の臭気、
蝿と蚊と臭い混気、
菊代には、
それ
らの臭いがたまら
なく厭わしく感じられていた。盲目の
母、
枯木
のような祖母、
菊代には母や祖母という肉親すら煩わしい存在で
あった。そして何より菊代は、
牛部屋の臭いが厭やで厭やでたま．
らなか のだ。
菊代は
逃げ出したかった。
母や祖母から、
貧
し
ぃ慕 し ら、
そして、牛部屋の
臭いから。そ
ん
な菊代に、
折よ
く脱出の切っ掛
けを与えてくれたのが、
行方知れずだった二度目
の夫繁松だった。菊代が盗みに成功しさえすれば、
二人
は手
に手
を取って駈落ちすることができた。
そして、
菊代は牛部屋の臭い
から逃れることができ のだ。
ところが、
菊代の脱出を阻む者がいた。それは菊代の母、
盲目
のお夏である。
お夏の見えない目が、
この作品の中で霊要な慟き
を果たし
ている。かあ
「お母にはちゃ
んと分
つとろがの。ー略ーお母は
目は見えい
でも男の腹の中はよう分るんちやか
ら、
ー略ー」
ー略—出掛けには確かに其処に
あった
金入
れ
が見つ
からなか
ったので頻りに捜してゐると、「金入
れな
らお母が持つ
とる
Lll
と、
お夏は訊かれぬ先
に、
袂から財布を出した。
1略ー祖母
めくら
リ
はゐても
ゐなくても同じゃ
う
なものだが、
盲目で耳の敏い怜
こう
うち
悧な母親が
家に尻
を
据ゑてゐるのが、
どれほど邪魔になるか
知れなかった。
お夏は両目が潰れている。
お夏には自分の目でものを見ること
が
で
きない。と
こ
ろが、
目が見えない故に、
不思議と察しがいい。
目が見えない故に、
耳聡い。目が見えない故に、
鋭い勘が働く。
盲目故の強さとでも言お
うか、
お夏には人の心を見抜く力がある
ようである。お夏の見えない目
は、
いつ
も菊代
を見ていろ。菊代
の心の小さな動きをも見逃すことがない。盲
目の目と
いうもの
は、
目の
見える者
が持ち合わせないような眼力を備えているようであ
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る
。
「お婆今そこから濱塁の底へ雅か入ったやうぢ
や
な
9
と、
窓の側で物案じヽてゐたお夏が云った。
「猫か犬かゞ通ったんぢやらうがな。」「うんに
や
、確
かに人が入ったんちゃ。
そらまだ音がして居
らあ
3
お夏はさう云って、
瓢かに濱屋へ知らせようとして出掛け
.
)
0 
t
ごみため
母親が下女のお松に話し ゐろ聾は、
埃溜の中でもぞもぞ
してゐろ菊
代の耳へも幽かに入
った。
は
つ
きり聞き取れはし
なかったが、
菊代は水を浴せかけられろやうに吃驚して、慌
てA其虞を飛び出した。
人は也、
一人で生きていけ
ない。
自分一人だけで棋の中に生存
していくわけにはいかない。肉親や妻、
夫というように、
自分の
周りには必ず自分と何ら の関わりを持った人間がいるはずである。
そして稀に、
自分
に関わりを持つ人閻が、
自分が生きていく
うえでの障害 なってしまうことが
ある。菊
代にとっ
て、
盲目の
母、
枯木のような祖母は 彼女が生きていくうえでの―つの妨げ
口
で
あったようだ
。
人は皆、
自分を取りまく環塊というものを持っている。
良い日
悦に思まれた者は幸福、
悪い環境に身を屈く者は不幸とでもいう
ことになろうか。
菊代を取りまく既境は、
実に悲惨なものであっ
た。環境が悪ければ悪い程、
脱出穎望は強くなろ。
だが、
不幸な
ことに、
環境が悪ければ悪い程、
脱出は益々困難になっていくの
である。
菊代
は逃げ出したかった。
繁松の出我が、
菊代の脱出願
望を刺激し
た。しかし、
菊代
を牛部屋に繋ぎ止めていた枷はあま
りに重た過ぎたようである。菊代の脱出を阻んだの
は、
菊代を牛
部巴に繋ぎ止めていた枷そのものである盲目の母お夏 目であったのだ。不幸からの脱出を試みた菊代を、
再び露たい枷に繋ぎ止
めてしまったのは、
皮肉にも、
娘の幸福を雄よりも顛っていろは
ずのお夏の見えない目であったのだ。
「狐にでも憑かれたんでせうぞいな
1
お夏はさう言ひ濁して、
菊代の手を損んで、「さあ家へ戻れ
9
と引張りながら、
ー略ー
「お母はもう何にも聞きともない。
気疎や／＼
．．．．．． 
1 
お夏は明日の日から
の
わが世の恐しさに戦いてゐたー
菊代を濱歴の底先に見つけたお夏は、
その時、
自分をも再び重
たい枷に繋ぎ止めてしまったようである。
菊代が駈落らという夢
を見て たように、
お夏も夢を見ていた。
菊代の姉、
もう一人の
娘、今はどこにいるの
か、
生きているのか、
死んでいろのかさえ
も定かではないお初の夢であろ。
お初の姿を海の上に浮ぺた。渡舟に乗って向ひの村から直ぐ
かみ
そこまで戻って来てゐるや
うに思つ
て見
たりした。
ー略ー神
ほとけ佛の御利益 自分の両眼が開くといふことは最早但じないけ
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四
なみ
れど、
お初が生身を運んで、
生れ故郷の母親の膝へ戻つて来
ろといふ不思護は待ち設けられな
いではなかった。
しかし｛お夏の夢は、
菊代を濱屋の庭先に見つけた時、
消えて
しま
っ
たのであった。
菊代を再び重たい枷に繋ぎ止めた自分の見
えない目によって、
お夏自身も現実に引き戻されてしま
あろ。
お夏は明日の日からのわが世の恐しさに戦い
てゐた。
この
時にふと心に浮んだ姉娘の
お初の影は、
昨日までの思ひ出に
あった
やうな娑婆の何処かに生きてゐる姿ではなかった。
お
9
塞の彼方から手招きしてゐろのだった。
お夏が、
お初の戻って来
る夢を見る
こ
とはもうないであ
ろう。
また、
菊代が牛部屋からの脱出を謀ろこともないであろう。
いや、
目の見えろ者には持ち合わせない眼力を持つお夏も、
やはり夢を
見、
重たい枷から逃げ出す
ことができないことをいやとい
う
ほど
知っていろ菊代も
やはり、
斑境からの脱出
と
いう見果てぬ拶を
見てしまうのかもしれない。
そして、
お夏は、
見えない目で、
菊
代をじっと見続ける であ う
．
朋の中でものを見ることができ
ろ果の目、
目の見える者が持ち
合わせない眼力を持つ盲目の目、
どららの目も不思議な光を放っ
ているようだ。
次に、
非常に珍しい目を紹介してみよう。
それは たので
「牡蠣のやうな目」であろ。
このあまり見慣れない目は、
明治四
十一年に発表さ
れ
た「凄い眼」に登場する。
＇
「凄い眼
」
は、
ある新聞社の集金掛帆田常造と、
編集局の青年
呑川の二人を
中心に描かれた
短編小説である。帆田老人は五十を
越したばか
りだが、
顔は萎なびて頬が凹み、
榔杭らぬ髪は野生の
雑草の如く、
こ
の世の人とも思わ ぬような男である。
彼は一日
たりとも
仕事を休んだことがなく、
毎晩根簿を調ぺ、
一銭の相違
もない
の
を幾度も見届けて、
初めて安心して横になる
。工
場の奥
の昼を敷 た一室で、
十数年来起臥しているのである。普段元気
のな
い目も、
自分の財産調ぺをしている時だけは、
人目
を憚るの
と悦
し
いのと
で、
活々してくるようである。
獨
りぼっらで食うも
のも食わずに貯菩する老人は、
腰にビリピリと微かな疼痛を感じ
たり、
腹痛を覚えたりして、
次第に身体にも衰えが生じ きたよ
う
だ
。
「も
う病気はよくな
っ
たのかね]
「でも大事にせんと
いかんよ、
一日位休んでもいヽだらう]
「君は僕
を
養子にして呉れんかね、
二人で家
を持って稼いだ
方がいヽちゃないか
。僕
は親爺がないんだから、
君を賓の親
のやうにして孝行すろよ、
ねえ、
その方がいヽぢやない
か]
香川は帆田のことを案じ同情するが、
帆田は不快な目
を向けるば
かりである。
少しも喜ぷ風はなく、
恨めしいような恐ろしいよう
9顔をして側へ寄られろ
のを厭がり、
疫腕で防御す
るよ
うな身構
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えさえとることもある。
香川は、訳が分らないが、何
となく恐ろ
しさを感じるようになるのであった。
この作品の中には、帆田老
人
の
目が五回登場する。「牡蠣のや
うな目」「5蜘のやうな凄い目」「不快な目」「恐い目」「凄い目」の五種類の目である
。これ
らは皆、香川が見た帆田老人の目、
即ち、香川に向けられ
た帆田老人の目であろ。不快な目、恐い目、
凄い目と
いうものは想像がつくが、牡蠣のような目
と
は、いった
いどのような な であろうか。r日本国語大辞典」に次のような記述がある。
かきめ．〖牡蠣
目】語義未詳。牡蠣の身のようなにとった白目を
いうか。
これを参考にして、こ 世の人とは思われぬような
形相の帆田
老
人の目を想像してみると実に不気味である。
同情を寄せる香川に対して、何故、飢田老人は牡蠣のような襄
い目を向けるのであろうか。牡蠣の身の
よ
うに濁った白目は、い
った 香川をど よう
に見ていたのであろうか
。香川が
後から近
づくと、老人は驚いた に胸
に手を当てヽ振向く。香川が声を
掛けると、老人は相手に耳を貸さず、震え 指先で算盤を弾く。香
川が見舞ってやると、老人は疫腕で防御するような身構えをと
る。何故、帆田老人は香川 恐れていたのだろうか。それは訊田老人が、 川の雑念を感じ取っていたからではないだろうか。
あれで金ばか
り溜めてヽ何をするんだらう。家もなく、病気
さつ
の看護もされず、紙幣を抱いて死んで
しまふ。それつきりだ。
それ以上になすべきこともないのだ。しかも自分は歳も若い。身謄も強い、為すぺきことが多い。為すぺき時に何もせず、徒らに帆田の
やうな骸骨になるのは無念だ。「あヽ金が欲し
い。」帆田には無用の金だが、自分には生きて役に立つ
。
香川は、しばしば雑念に襲われていた。帆田老人の目は、香川
の雑念を見抜いていたのでは
ないだろうか。香川は自分の雑念を
見抜かれていることに気付いていない。それどころか、
「同情し
て
るんだから、感謝すべき筈だ
J
とさえ思っている。ところが、香
川は帆田老人に対して、次第 恐ろしさを感じ
る
ようになってい
く。訳の分らない恐ろ さである。何故、香川は、訳の分らない恐ろしさを帆田老人に感じなければならないのだろうか
香川の雑念は悪意に満ちたものではない。半ば好奇心からの見
舞いではあるが、帆田老人に対して多少同情の念を持っているのも嘘ではない。しかし香川の中 は雑念がある。帆田老人 金が欲しい
と
いう雑念がある。香川は夜中に目が醒める癖が止まず、
目が醒めると雑念が起こ 。
しかし、その雑念も、周囲の騒々し
さの中にすぐ消されてしまうような
雑念でしかない。つ
ま
り、香
川は自分の雑念を意識し は ないのである。香川の は、笹段は無意識 存在していると ことにな 帆田老人 目は香川の雑念を見ていた。帆田老人
の白く濁った牡蠣のよう 目
には、 雑
念が映っていたのであ
-40-
・ろ
う。多少の同情の裏には、
香川自身も意識していないような雑
念が潜んでおり、
帆田老人の目は、
香川
の優しい言葉の裏に潜む
その雑念を見出していたのではないだろうか。彼の濁った目には、香川の雑
が澳然と見えていたのであろう。だから訊田老人は香
川を恐れていた。香川は、
自分の無意溢の中に存在する雑念を帆
田老人に見られていることなど気付くはずも 。しか
し、
自分
．の姪念を見ていろ老人の目は、
香川にとって恐ろしい目だったの
である。机田老人と香川は、
もやもやとし
た訳の分らない恐ろし
さをお互い 中に感
じていたようである。
「何故だらう」と、
呑川は怪しんで宇野に話した。
「何か悪いことをしたんちゃ
な
いか。
金でも借りたんぢやな
いか
。
」じいヽヽん
「あの
老爺が何で人に金を貸すものか、
それに僕だけが多少
同情し
てるんだから、
感謝すぺき筈だ3
.
「君の顔が
老
爺さんの息子にでも
似てるんぢや
ないか3
「なあに彼奴
の
子は身腰が疫せてヽ、
親爺の
や
うな恐 目を
してる
さ
うだ3
「兎に角君も酷い奴に
見込まれたも
のだね3
.
“いぼれ
「気味
の悪い老竃だよ」
．
こ
れは、
香川と同僚宇野の会話であ
ろ。このな
にげない会話に、
私は面白味を感じた。香川の顔が帆田老人の息子に似ているのではないかという、
宇野の香川をからかったよ
うな一宮が、
案外当
たっているのかもしれないと感じたのであ
る。
老人の牡蠣のよう
な濁った目には、
香川が喪せて恐い目をした自分の息子のように
見えたのかもしれない。そう考える 、
宇野のなにげない一言の
中にも、
真実を見出すことができるのかと、
不思讃な面白味を感
じるのである
。
「臭の目」「盲目の目」「牡蠣のやうな摂い目」、
白鳥の作品
の中から、
特に印象的な「目」を取り上げてみた。
白烏の作品は一紐した限りでは「格別深遠な中身がその中に含
まれているとも思えない」ものが多い。しかし、彼の作品には
「
読
者の心を針のように突き刺す 何か ある
それは、
闇を見てい
た紹巴 目である か しれ
ない。菊代の説出を阻んだお夏
の目
であるのかもし な 。
そして、
帆田老人の濁った目であるのか
もしれない。彼らの目の中に、
白烏の眼力を感じ取ることができ
るのではないか
さらに、
＇＇「ヴェ
ー
ルの下に隠されているも
の
を
透視する」白烏の眼力は、
紹巴やお夏、
訊田
老
人だけでなく、
光
秀の中にも、宇野の中にも感じ
られる。
脱出
を
謀った菊代や、
雑
念を抱いた香川 中にも、
白烏の眼力は怪しげな光を放っている
ようである。
白烏の眼力というものは作品
全体に漕んでいる。そして、
思わ
ぬ所で不気味に光り、
私た
らの心を針のように突き刺す。臼烏の
五
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目はいったい何を
見ていたのであろうか．
白烏は闇の中
に
闇を
い
た。
闇を見つめる臭の目に映ろ闇の
存在を知っていた。彼は平凡な連歌師にも偉大な武将の運命を左右する魔力があることを知っていた。
一介の野武士が偉大な武将
の命を絶って
しまうという偶然も知ってい
た。白烏
は牛部屋を見
ていた
9
牛部屋の臭いを知っていた。
人は皆、
自分を取りまく環
境から脱出することは非常に困難であることを知っていた。
白烏
は工場の奥の一室を見ていた。彼は、
人が無意識のうちに雑念を
抱くこ
と
を知っていた。自分が意識し
ていない雑念を、
他人が見
抜いてしまう
ことがある
ということも知っていた。
そして、
白烏
は、
真実というものが、
思わぬ所に隠れていたり、
いつも見 い
るはずなのに案外見過とされがちになっている所から
、ひ
ょっこ
り顔を覗かせている とを
知っていたようである。
．白
鳥は現実を凝視する鋭い目
を持
っていた。
その目は、
どんな
些細なことも見逃さな 。彼は目に映るもの全てをしかと見つめ吸収する。彼は、
「ヴェールの下に隠されて
いるものを透視する」
眼力を備えていた。彼の目は毎日毎日繰り返 る人々の日々の営みを飽くことなく見つめる。平凡と思
われるそ
の営みの中に、
彼は現実 見出 。
そして、
その現実の中に真実の所在をつきと
める。彼の目は、
どのようなととにもたじろがず、
現実をしかと
見つ 力を持ち、
その現実の中に、
真実の所在をつきとめるカ
を持っていたのではないだろうか
。
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〈注〉
佐々木基一氏は「不敵な面魂」の中で、
白烏の作家論に関して
次の
よ
うに述ぺている。
わたしは正
宗氏の作家論からいくつ
か貴重な
ものを学んだが、
その一っは、
どんな偉人にもつねにつきまとってやまない、
一介の生き物と
して
の人間のもつ宿命
を、
しかとみつめてた
じろがぬ、
正宗氏の透徹した人間把握のゆるぎなさである。
白鳥は何を見
ていたのか
0
白烏はどのような眼力を持っていたの
か。＇これらの問四をさらに深く探っていくなら
ば、
佐々木氏が
、
白鳥の作家論か 学んだこ
とを、
私たちは彼の小説や戯曲からも
学ぶことができそうである。
大正五年
明治四十一年八月
明治三十七年十一月一
大正十五年
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